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今
治
の
埋
も
れ
た
、
魅
力
あ
る
歴
史
文
化

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
第
７
回
は
、

今
治
地
域
の
新
田
開
発
と
、
藩
の
年
貢
徴
収

制
度
を
紹
介
し
、
江
戸
時
代
の
租
税
の
一
端

を
歴
史
散
歩
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
今
治
地
域
の
新
田
開
発

さ
だ
ゆ
き

さ
だ

寛
永
一
二
（
一
六
三
五
）
年
、
松
平
定
行
・
定

ふ
さ房

兄
弟
が
伊
予
松
山
・
今
治
藩
を
領
有
す
る
に
あ

た
り
、
今
治
地
域
は
両
藩
に
よ
っ
て
二
分
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
（
現
在
の
桜
井
地
区
と
朝
倉
地

区
は
、
両
藩
の
村
々
が
混
在
）。

税
収
を
あ
げ
た
い
藩
側
と
、
耕
作
地
を
増
や
し

た
い
領
民
と
の
思
惑
が
重
な
り
、
江
戸
時
代
初
期
・

中
期
に
か
け
て
、
今
治
で
も
盛
ん
に
新
田
開
発
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
事
例
と
し
て
は
、
近
見
地

お
お
し
ん
で
ん

さ
い
わ
い
し
ん
で
ん

区
の
大
新
田
や
大
島
の
幸
新
田
な
ど
が
あ
り
、
こ

こ
く
だ
か

れ
ら
は
開
発
で
石
高
が
増
し
、
独
立
し
た
村
へ
と

昇
格
し
て
い
ま
す
。

今
治
藩
の
表
向
き
の
石
高
は
三
万
五
千
石
で
す

が
、
実
際
は
五
千
石
ほ
ど
の
新
田
高
が
別
に
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
新
旧
耕
作
地
が
融
合
す
る

中
、
生
産
性
や
地
域
性
に
応
じ
た
、
新
た
な
年
貢

徴
収
制
度
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
松
山
藩
か
ら
学
ん
だ
地
均
制
度

今
治
藩
が
従
来
の
手
法
を
抜
本
的
に
改
め
る
の

さ
だ
の
ぶ

は
、
三
代
藩
主
定
陳
の
代
、
元
禄
五
（
一
六
九
二
）

年
の
こ
と
で
す
。
当
時
、
松
山
藩
で
成
功
を
収
め

て
い
た
地
均
制
度
を
導
入
し
ま
す
（
野
間
郡
代
官

の
林
源
太
兵
衛
が
提
案
）。

こ
れ
は
、
す
べ
て
の
耕
作
地
を
個
人
の
管
理
か

ら
は
ず
し
て
村
の
共
同
管
理
と
し
、
公
平
に
測
量

し
て
面
積
を
出
し
ま
す
。
調
査
に
は
、
耕
作
地
を

所
有
す
る
百
姓
全
員
と
と
も
に
、
松
山
藩
の
役
人

や
庄
屋
も
立
ち
会
い
、
田
畑
一
筆
ご
と
の
生
産
能

力
を
評
価
。
次
に
、
生
産
力
に
差
の
あ
る
土
地
を

平
均
的
に
組
み
合
わ
せ
、
一
定
単
位
の
組
を
つ
く

る
な
ど
し
て
ク
ジ
引
き
で
分
配
し
ま
す
。

こ
の
結
果
、
個
人
持
高
に
変
化
は
な
く
、
土
地

の
品
位
が
平
均
化
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
耕
作
場
所

の
分
散
が
、
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
分
散
に
も
つ
な

が
り
、
税
負
担
の
公
平
化
が
図
ら
れ
て
、
耕
作
者

に
活
力
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

で

さ
く

ち

●
出
作
地
を
め
ぐ
る
朝
倉
地
域
の
訴
訟べっ
し
ょ

や

今
治
藩
の
地
均
は
、
玉
川
地
域
の
別
所
村
・
八

わ
た幡

村
で
始
ま
り
、
瞬
く
間
に
領
内
に
波
及
し
ま
す

が
、
元
禄
六
（
一
六
九
三
）
年
に
朝
倉
地
域
で
奇

妙
な
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

し
ゅ
う
い

今
治
藩
の
記
録
『
今
治
拾
遺
』
に
よ
る
と
、
領

内
の
朝
倉
中
之
村
（
朝
倉
北
・
朝
倉
南
）
に
、
松

山
藩
・
朝
倉
下
村
住
民
の
耕
作
地
が
三
〇
町
歩
ほ

じ
ん
ぞ
う

ど
存
在
し
、
そ
の
多
く
が
甚
蔵
の
も
の
と
判
明
。

こ
う
し
た
耕
作
地
を
出
作
地
と
い
い
、
積
極
的
な

新
田
開
発
が
生
ん
だ
副
産
物
と
い
え
ま
す
。
甚
蔵

は
、
今
治
藩
の
測
量
調
査
に
応
じ
ず
、
中
之
村
の

と
ん
ざ

地
均
導
入
は
頓
挫
し
て
し
ま
い
ま
す
。

甚
蔵
は
、
寛
永
九
（
一
六
三
二
）
年
に
朝
倉
南

の

の

せ

が
は
ら

地
区
の
野
々
瀬
ヶ
原
、
同
一
七
（
一
六
四
〇
）
年

に
桜
井
・
長
沢
地
区
の
新
田
開
発
を
行
っ
た
石
丸

忠
兵
衛
の
子
孫
と
思
わ
れ
ま
す
。
野
々
瀬
の
開
発

は
、
松
平
兄
弟
の
伊
予
領
有
以
前
の
も
の
で
し
た
。

こ
の
一
件
は
、
藩
を
ま
た
い
だ
訴
訟
へ
と
発
展

し
、
吟
味
の
結
果
、
下
村
に
も
中
之
村
の
出
作
地

が
二
町
歩
あ
る
こ
と
が
判
明
。
や
が
て
両
村
の
間

で
示
談
が
成
立
し
、
出
作
地
は
現
地
の
藩
に
差
し

上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

じ
な
ら
し

第
七
回

今
治
の
新
田
開
発
と
地
均
制

松平定陳の墓
れいびょう

（今治市古国分／今治藩主霊廟）

石丸忠兵衛の開墾記念碑
（ＪＲ桜井駅裏の畑）
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